
も
と
に
計
算
さ
れ
、
住

民
税
は
前
年
の
所
得
を

も
と
に
計
算
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
07
年

に
所
得
が
大
幅
に
減
少

し
た
人
の
場
合
、
税
源

移
譲
に
よ
る
所
得
税
の

減
額
分
は
少
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
一
方
、
住

民
税
は
前
年
の
所
得
を

も
と
に
し
て
計
算
さ
れ

る
た
め
、
税
源
移
譲
に

よ
る
増
加
額
は
、
よ
り

大
き
く
な
り
ま
す
。

所
得
税
ゼ
ロ
の
人
に

国
の
救
済
措
置

収
入
が
減
少
し
、
２
０
０
７
年
の
所
得
税
が
非
課
税
に
な
っ
た
場

合
は
、
国
の
制
度
と
し
て
も
税
源
移
譲
に
よ
る
住
民
税
増
税
を
救
済

す
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
が
市
役
所
に
申
告（
来
年
７
月
１
日
か
ら
31
日
の
間
）

す
れ
ば
、
07
年
度
分
の
住
民
税
を
06
年
度
の
税
率
で
計
算
し
た
額
に

減
ら
す
、
と
い
う
も
の
で
す
。
昨
年
度
ま
で
税
率
が
５
％
だ
っ
た
人

は
、
10
％
か
ら
５
％
へ
と
半
分
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
の
措
置

は
こ
と
し
の
所
得
税
が
ゼ
ロ
の
人
だ
け
が
対
象
で
す
。

こ
と
し
６
月
、
住
民
税
の
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
方
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
給
料
明
細
票
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
「
住
民
税
が
２

倍
に
な
っ
て
い
る
、
何
か
の
間
違
い
で
は
？
」「
十
万
円
も
多
く
な

っ
た
」
な
ど
、
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
が
市
役
所
の
窓
口
に
殺
到
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
四
年
前
の
総
選
挙
で
公
明
党
が
「
基
礎
年
金
の
財
源
に

す
る
」
と
い
う
口
実
で
定
率
減
税
の
廃
止
を
主
張
、
自
民
党
と
一
緒

に
な
っ
て
強
行
し
た
た
め
、
05
年
度
税
制
改
悪
で
06
年
度
か
ら
軽
減

額
が
半
減
さ
れ
、
07
年
度
に
全
廃
さ
れ
た
た
め
で
す
。

税
源
移
譲
で
も
増
税
に

さ
ら
に
政
府
は
、
国
か
ら
地
方
へ
税
源
を
移
し
か
え
る
税
源
移
譲

に
つ
い
て
、「
所
得
税
（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）
を
合
わ
せ

た
全
体
の
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
」「
個

人
の
負
担
は
変
わ
ら
な
い
」
と
、
さ
か
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
昨
年
と
今
年
の
所
得
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
前
提

で
す
。

リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失
業
や
賃
金
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
労
働
者
、
仕
事

が
減
っ
た
派
遣
社
員
や
フ
リ
ー
タ
ー
、
今
年
か
ら
年
金
生
活
に
な
っ

た
人
や
育
児
休
業
に
入
っ
た
労
働
者
は
、
昨
年
の
所
得
に
対
し
今
年

の
所
得
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
税
源
移
譲
だ
け

で
も
増
税
に
な
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
は

国
会
質
問
で
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
政
府
も
最
大
９
万
７
５
０

０
円
の
増
税
に
な
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

な
ぜ
増
税
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
所
得
税
は
今
年
の
所
得
を
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六
月
定
例
米
子
市
議
会
は
七
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
二
十
三
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
は
住
民
税

の
”大
増
税
“
が
市
民
に
通
知
さ
れ
、

怒
り
の
声
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。「
市

民
の
利
益
第
一
」
で
頑
張
る
党
市
議
団

の
論
戦
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

庶 民 

　 大増税
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市議団のホームページもご覧ください

”金
を
出
さ
ず
に
口
は
出
す
“
財
政
健
全
化
法

「
地
方
分
権
」
に
逆
行

市
議
会
休
会
日
の
26
日
、
私
と
松
本
松
子
議
員
の
党
米
子
市
議
団
で
、
市
財
政
課
長
を
講
師
に
「
財
政
健
全
化
法
」
に
つ
い
て
の

学
習
会
を
お
こ
な
っ
た
。
正
式
名
称
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」。
北
海
道
夕
張
市
の
破
綻
を
県
や
国
が

事
前
に

”見
抜
け
な
か
っ
た
“
と
い
う
こ
と
か
ら
、
制
度
的
に
国
が
自
治
体
の
財
務
状
況
を
ト
ー
タ
ル
に
監
視
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
こ
う
―
と
い
う
の
が
同
法
律
の
眼
目
だ
。

自
治
体
の
一
般
会
計
や
特
別
会
計
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
や
下
水
道
な
ど
の
公
営
事
業
会
計
、
鳥
取
県
西
部
行
政
管
理
組
合
と
い
っ

た
複
数
の
自
治
体
で
運
営
す
る
一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
、
開
発
公
社
や
駅
前
開
発
と
い
っ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
も
対
象
と
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
赤
字
額
、
黒
字
額
を
差
し
引
き
し
、
ト
ー
タ
ル
の
赤
字
額
を
そ
の
自
治
体
の
標
準
財
政
規
模
（
交
付
税
額

プ
ラ
ス
税
収
）
で
割
っ
て
算
出
し
た
「
連
結
赤
字
比
率
」
な
ど
を
は
じ
き
出
す
。

そ
の
数
字
が
国
が
定
め
る
指
標
を
超
え
た
場
合
、「
早
期
健
全
化
団
体
」「
財
政
再
生
団
体
」
に
指
定
し
、
自
治
体
の
財
政
運
営
が

国
や
県
の
厳
し
い
監
視
下
に
置
か
れ
、
大
幅
な
人
件
費
カ
ッ
ト
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下
げ
が
迫
ら
れ
る
、
と
い
う
。
ち
な
み
に

米
子
市
の
場
合
、
普
通
会
計
と
公
営
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
が
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
度
の
場
合

12
・
５
％
と
な
り
、
今
年
６
月
３
日
付
日
経
新
聞
に
よ
る
と
こ
の
数
字
は
全
国
で

”ワ
ー
ス
ト
29
位
“
。
市
財
政
課
に
よ
る
と
こ
の

赤
字
の
お
も
な
要
因
は
、
①
流
通
業
務
団
地
36
億
９
７
０
０
万
円
、
②
下
水
道
事
業
15
億
６
３
０
０
万
円
、
③
駅
前
地
下
駐
車
場
３

億
８
３
０
０
万
円
―
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

何
の
こ
と
は
な
い
、
住
民
に
と
っ
て
不
要
不
急
の
箱
も
の
建
設
を
や
っ
た
り
、
過
大
な
見
積
も
り
で
結
局
は
赤
字
を
垂
れ
流
し
て

い
る
国
押
し
つ
け
の
事
業
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
か
！
　
そ
し
て
、
国
は
と
い
え
ば
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
な
ど
自
ら
の
責
任
は
投
げ
捨

て
て
お
い
て
、「
地
方
分
権
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
自
治
体
の
財
政
を
監
視
下
に
お
い
た
上
で
、
地
方
に
対
す
る

〝
口
出
し
〞手
段
だ
け
は
し
っ
か
り
と
握
っ
て
お
こ
う
と
い
う
の
が
財
政
健
全
化
法
の
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
６
月
15
日
に

参
議
院
で
可
決
・
成
立
し
た
こ
ん
な
悪
法
に
賛
成
し
た
の
は
誰
だ
！

ん
!?
…
自
民
、
公
明
、
民
主
だ
っ
て
さ
―
。

（
英
）

Ｑ：

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
増
税
に
な
る
の
？

Ａ：

「
庶
民
に
重
く
、
大
企
業
・
大
金
持
ち
優

遇
」
の
逆
立
ち
税
制
に
よ
る
も
の
で
す
。

定
率
減
税
の
廃
止
で
増
収
額
１
兆
７
千
億
円
。
米
子
市
民
か
ら

徴
収
す
る
個
人
市
民
税
総
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ
12
億
７
６
０
０

万
円
も
増
え
ま
し
た
。

史
上
空
前
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
企
業
や
資
産
家
に
は
１
兆
７

千
億
円
の
減
税
。
資
産
家
が
上
場
株
式
の
取
り
引
き
で
得
た
所
得

に
対
す
る
優
遇
税
制
（
20
％→

10
％
）
で
、
米
子
市
は
約
７
６
０

０
万
円
の
税
収
減
で
す
。



明正会
一院ク
誠　心
創政会

ご
み
袋
の
支
給
は
利
用
者
に
照
ら

し
た
対
応
を

無
料
配
布
さ
れ
る
ご
み
袋
引
換
券
が
一
率

大
袋
（
40
Ｌ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
の
場
合
は
、
中
袋
や
小
袋
が
使
い
や
す

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
検
討
し
て
は
ど
う
か

と
質
し
た
の
に
対
し
、
使
用
量
の
３
分
の
１

の
補
助
と
考
え
て
お
り
、
中
、
小
袋
は
購
入

し
て
ほ
し
い
、
と
取
扱
店
の
管
理
の
し
や
す

さ
を
優
先
さ
せ
る
答
弁
で
し
た
。

事
業
者
の
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

充
分
な
説
明
責
任
を
果
た
せ

零
細
な
事
業
者
か
ら
、
今
ま
で
通
り
可
燃

ご
み
を
収
集
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
を
聞
い

て
い
ま
す
。
週
に
１
、
２
袋
で
あ
れ
ば
収
集

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
多
量
の
可
燃

ご
み
を
排
出
す
る
事
業
者
は
、
有
料
化
以
前

か
ら
収
集
業
者
と
契
約
済
み
で
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
商
店
と
自
宅
が
離
れ
て
い
る
業

者
は
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
家
庭
ご
み
の
日

に
出
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
い
う
声
を
多

く
聞
い
て
い
る
の
は
、
零
細
事
業
者
と
の
話

し
合
い
が
充
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
弱
い
も
の
い
じ
め
を

し
な
い
で
欲
し
い
と
も
聞
き
ま
し
た
。
収
集

料
金
な
ど
細
か
な
こ
と
に
つ
い
て
も
相
談
に

乗
っ
た
り
意
見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
ん
な
機

会
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
と
尋
ね
ま
し
た
が
、
事
業
系
ご
み
は
、

少
量
で
あ
っ
て
も
収
集
し
な
い
と
冷
た
く
答

弁
し
ま
し
た
。

中
海
の
自
然
再
生
を
積
極
的
に
す

す
め
よ

国
営
土
地
改
良
事
業
・
中
海
淡
水
化
が
完

全
に
中
止
に
な
っ
て
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

中
海
の
水
質
改
善
の
第
１
は
、
本
庄
工
区
の

堤
防
開
削
と
森
山
・
大
海
崎
両
堤
防
開
削
に

よ
り
、
反
時
計
回
り
の
潮
の
流
れ
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
鳥
取
・
島

根
両
県
知
事
の
合
意
に
よ
り
、
森
山
提
60
ｍ

の
開
削
の
み
と
な
り
、
現
在
西
部
承
水
路
の

取
り
壊
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

中
海
の
中
心
ま
で
き
れ
い
に
な
る
の
か
ど
う

か
、
水
質
改
善
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
を

中
止
さ
せ
た
米
子
市
が
積
極
的
役
割
を
果
た

す
考
え
が
あ
る
の
か
と
質
し
ま
し
た
。
市
長

は
、中
海
水
質
改
善
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

中
海
の
水
質
改
善
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

見
な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば
大
海
崎
堤
防
開

削
を
含
め
、
治
水
お
よ
び
水
質
改
善
に
向
け

て
、
意
見
を
述
べ
て
い
く
考
え
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。

松
本
議
員
は
こ
の
他
、
地
域
巡
回
ど
ん
ぐ

り
バ
ス
、
介
護
保
険
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

松本松子議員
一般質問

市
民
の
暮
ら
し
と
中
海
再
生
を
結
ん
で 

市
民
の
暮
ら
し
と
中
海
再
生
を
結
ん
で 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

お
年
寄
り
の
負
担
軽
減
を

七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
だ
け
を
対
象

に
し
た
、
医
療
保
険
制
度
が
来
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
制
度
が
始
ま
れ
ば
、
現

在
加
入
し
て
い
る
国
保
や
健
保
を
脱
退
さ
せ

ら
れ
、
今
は
家
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を

含
め
、
す
べ
て
の
お
年
寄
り
か
ら
保
険
料
が

年
金
か
ら
”天
引
き
“
で
厳
し
く
取
り
立
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
年
金
額

２
０
０
万
円
の
人
は
年
間
の
保
険
料
額
が
６

万
２
６
６
０
円
か
ら
６
万
７
３
６
０
円
と
な

り
ま
す
。
こ
の
年
金
額
の
人
の
米
子
市
の
介

護
保
険
料
額
は
年
額
７
万
１
５
０
０
円
で
す

か
ら
、
合
わ
せ
る
と
年
間
約
14
万
円
も
の
保

険
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。岡

村
英
治
議
員
は
お
年
寄
り
の
負
担
軽
減

の
た
め
「
国
に
対
し
て
、
公
費
負
担
の
割
合

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
」、
来
年
４
月
の
制

度
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
鳥
取
県

の
広
域
連
合
議
会
に
対
し
て
は
「
保
険
料
の

軽
減
や
、（
滞
納
者
に
対
し
て
）
資
格
証
、

短
期
保
険
証
の
発
行
を
し
な
い
」
―
こ
と
を

市
長
に
求
め
ま
し
た
。

野
坂
市
長
は
「
財
政
支
援
措
置
な
ど
万
全

な
措
置
を
（
国
に
）
要
望
し
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
が
、
資
格
証
・
短
期
保
険
証
を
押

し
付
け
、
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
制
裁
措
置

に
つ
い
て
は
「
納
付
相
談
の
機
会
を
得
る
た

め
必
要
」と
の
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
件
費
削
減
ね
ら
い
の

給
食
調
理
の
民
営
化

ま
た
岡
村
議
員
は
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
保
育
園
と
小
学
校
の
給
食
調
理
業

務
が
、
来
年
４
月
か
ら
民
営
化
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
給
食
の
本
来
あ

る
べ
き
姿
を
真
剣
に
論
議
す
る
こ
と
な
く
、

調
理
員
の
給
料
を
大
幅
に
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
賃

金
体
系
の
導
入
を
押
し
つ
け
一
般
職
へ
の
配

置
転
換
を
促
し
、
調
理
業
務
の
現
場
を
”空

っ
ぽ
“
に
し
て
民
営
化
を
強
行
し
よ
う
と
す

る
当
局
の
や
り
方
を
批
判
。「
食
育
と
し
て

の
給
食
の
決
め
の
細
か
い
対
応
す
る
た
め
、

市
が
直
接
責
任
を
持
つ
べ
き
」
と
主
張
。

野
坂
市
長
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ

の
健
全
化
プ
ラ
ン
に
固
執
す
る
態
度
を
示
し

ま
し
た
。

岡
村
議
員
は
こ
の
ほ
か
、
国
保
料
問
題
、

教
育
三
法
案
、
市
営
住
宅
の
入
居
問
題
な
ど
に

つ
い
て
当
局
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

岡村英治議員
一般質問

「
住
民
の
利
益
第
一
」
の
市
政
に 
「
住
民
の
利
益
第
一
」
の
市
政
に 

議案・陳情に対する議員の態度
（○は議案・陳情に賛成、×は反対）

岡村　英治
松本　松子
岩崎　康朗
竹内　英二
谷本　　栄
中田　利幸
中村　昌哲
野坂　道明
松田　　正
吉岡　知己
渡辺　穣爾
渡辺　照夫
伊藤ひろえ
門脇　邦子
中川　健作
森　　雅幹
八幡　美博
尾沢　三夫
藤尾　信之
松井　義夫
矢倉　　強
笠谷　悦子
原　　紀子
安木　達哉
安田　　篤
中本　実夫
遠藤　　通
宮田　　誠
内田　隆嗣

新　風

未　来

新政会

公明党

共産党
×
×
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
×
×
×
×
－
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×

×
×
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
×
×
×
×
×
○
×
○

×
×
×
×
×
×
×
議長
×
×
○
○
○
○
－
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

＝
米
子
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

＝
米
子
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

＝
生
活
保
護
世
帯
の

「
自
動
車
保
有
の
制
限
を
緩
和
」
す

る
国
へ
の
意
見
書
を
求
め
る
陳
情

＝
最
低
賃
金
法
の
抜
本

改
正
と
均
等
待
遇
の
実
現
を
求
め
る

陳
情

＝
米
子
市
体
育
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議案
・
陳情

会派
・
議員

「財源の確保、受益と負担の適正化」を名目に、市内の体育施設の使用料を
引き上げ、年間トータルで800万円以上の市民負担増となるものです。市民
から要望のあった「激変緩和措置」も取られておらず、スポーツを享受する
市民の権利を制限する値上げには反対です。

上場株式の譲渡所得に対する税率の特例措置をさらに１年間延長するもの。
本来の税率が20％であるところを、2009年（平成21年度）まで10％に引き下
げることとしており、07年度米子市予算でみるとこの引き下げによって約

7600万円の減収が見込まれます。株式資産を保有するほんのひと握りの資産
家優遇税制には反対です。

70歳から74歳のお年寄りの医療費自己負担をこれまでの１割から２割に引き
上げる内容。以前は無料だったお年寄りの医療費負担ですが、1983年から月
400円の負担が導入され、99年には１回530円、上限月2120円に引き上げられ、
2001年に定額から定率１割へと次々と改悪されてきました。お年寄りいじめ
には反対！

生活保護受給者の自動車保有は特別な場合にしか認められていません。その

ため、車がないために就職のチャンスを逃すといったケースが数多くみられ
ます。自立への妨げとなっているこうした制限を緩和してほしいという声は
全国的に高まっており、採択は当然です。しかし、意見書を国に上げないと
いうのでは趣旨採択した議会として余りにも無責任です。

いまの鳥取県の最低賃金はわずか614円です。これでどうやって生活を維持
できるでしょうか。ヨーロッパ諸国では最低賃金は平均賃金の５割で、それ
を今後６割に引き上げようとしていますが、日本の場合は平均賃金の32％に
しかすぎません。せめて1000円にしてという要求は、連合、全労連という二
つのナショナルセンターが掲げている最低ラインです。採択すべき陳情です。

議案・陳情に対する市議団の態度


